
オックスファム･ジャパン ワークショップ「構造から考える世界の貧困」 

グループワークの進め方 

 

 

1.グループワークのルールを確認しましょう。 

*限られた時間の中でグループワークを行うため、できる限り多くの人が参加できるよう 1人 2分を超えて話さないよう

にお願いします。（別途指示のある場合はそちらに従ってください。） 

ご協力をお願いします。 

 

 

2.自己紹介をしましょう。 

「お名前」、「ご所属（省略可）」、「自分の担当する役割」、「国際協力に対するイメージ」をご紹介ください。自己紹介は

1人 30秒以内でお願いします。 

 

 

3.役割シートを読みましょう。 

自分の担当している役割シートをお読みください。その役割が抱えている課題、他の登場人物との関係に着目して、

お読みください。時間が余った場合は、ワークシートに他の登場人物との関係性を記入してください。 

*実際の声と関連情報は補足情報です。共有する場合は、本文を中心に共有するようにしてください。 

 

 

4.話し合いをしましょう。 

（a） 各役割が抱えている課題と他の登場人物との関係性をグループにてご説明ください。なお発表の順番は、下記

の通りにお願いします。 

*「医者」→「農民」→「小学校教師」→「途上国政府関係者」→「先進国 ODA担当」 

 

(b) 関係図を作成しましょう。まず、登場する人物を書き出し、それぞれの課題や関係性を書き加えましょう。 

 

(c) 考えつく解決策を書き出しましょう。 

 

(d) 先進国との関係性を考えたうえで、こうした課題を克服するために日本から「私たちができること」には何があるか

を話し合ってください。 

 


